
レコーダー／プレーヤーで
デジタル放送を視聴、

または録画番組の再生

レコーダー／プレーヤーで
ブルーレイやＤＶＤソフトを再

生

ＡＱＵＯＳで
デジタル放送を視聴／再生

ＡＱＵＯＳで
ネット動画などを再生

ＡＱＵＯＳ※1 とレコーダーを
本機に接続した場合

○
※４
※５

○
※５
※６

× × ×

ＡＱＵＯＳのみを
本機に接続した場合 ー ー × × ×

※１ ： 2009年6月以降に発売のAQUOSが対象です。詳しくは、適合表をご確認ください。（http://www.sharp.co.jp/support）

※２ ： レコーダー、または、プレーヤーをAQUOSに接続した場合は、３．１ｃｈモードは動作しません。本機から２．１ｃｈで音声が出力されます。
　　　　３．１ｃｈモードを使用する場合は、本機センターユニットのHDMI入力端子に接続してください。

※３ ： レコーダー、または、プレーヤーと本機を光デジタルケーブルで接続した場合は、３．１ｃｈモードは動作しません。本機から２．１ｃｈで音声が出力されます。

※４ ： マルチチャンネル音声のセンターチャンネルをテレビのスピーカーから出力するには、レコーダー、または、プレーヤーの音声出力設定のHDMI音声信号形式を「オート」または「ビットストリーム」にしてください。
　　　　音声信号形式が「PCM」の場合は、左右のスピーカーと同じ音声がテレビのスピーカーから出力されます。

※５ ： サラウンド放送のテレビ番組を視聴、または録画番組の再生をした場合に、センターチャンネルの音声がテレビのスピーカーから出力されます。
　　　　ステレオ放送やモノラル放送の場合は、左右のスピーカーと同じ音声がテレビのスピーカーから出力されます。

※６ ： ドルビーデジタルのマルチチャンネル音声が収録されたブルーレイ／DVDソフトを再生した場合に、センターチャンネルの音声がテレビのスピーカーから出力されます。
　　　　リニアPCMやDTSの音声が収録されたブルーレイ／ＤＶＤソフトを再生した場合は、左右のスピーカーと同じ音声がテレビのスピーカーから出力されます。
　　　　また、ステレオやモノラル音声の場合も、左右のスピーカーと同じ音声がテレビのスピーカーから出力されます。

※７ ： ＡＱＵＯＳと光デジタルケーブルで接続した場合は、本機の入力切換を「デジタル」に選択してください。

サイドバーシアターシステム：HT-SP100
【 ３．１ｃｈモード対応表 】
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